
2014年 6月 大智寺だより 

大智寺ホームページ http://www.daichiji.com 

大
智
寺
だ
よ
り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当
紙
は
、
大
智
寺
本
堂
及
び
墓
地

の
水
小
屋
に
て
ご
自
由
に
お
取
り

い
た
だ
け
ま
す
。 

又
、
当
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て 

過
去
す
べ
て
の
紙
面
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
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ご愛読 

ありがとうございます 

 

   

発行所 

大智寺 

 

岐阜市山県北野 
６６８－１ 

電話：058-229-1532 

≪Mail≫ 

hybsr245@ybb.ne.jp 
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美濃西国三十三観音霊場会 

事務局就任 
（平成 26 年６月１日～） 

今まで１０年間、美濃西国三十三観音霊場会の事務局は、 

美濃市の３番札所 来昌寺様でしたが、 

この６月より、大智寺が任務を引き継ぐこととなりました。 

毎年５月には、観音霊場会に所属する各札所の和尚様が一同に集まり、 

よりよい霊場会運営のため、話し合いをしています。 

事務局は、その話し合いの会場となり、資料を整え準備をします。 

皆様からのご意見・ご感想を反映できればと思います。 

 

事務局には、巡拝者の方々からのご意見・ご感想が寄せられます。 

それらを真摯に受けさせていただき、 

皆様に気持ち良くお参りいただけるよう尽力していきたいと思います。 

今年４月のご開帳時の集計では、２週間の期間中に 

約 2000 名の方々が参拝されたことがわかりました。 

巡礼された方々が「ああ、よかったな」と思える 

美濃西国霊場会であるよう、精一杯がんばります。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

夏のこども合宿 
 

岐阜西教区青年僧の会 主催 

 

 

ぽったりとした梅の実が、 

太陽の温もりを抱えて熟れていきます。 

今年も梅仕事の季節を迎えました。 

先月末には真夏日が続きましたが 

皆様、体調いかがですか？ 

 

さて、来月は嬉しい夏休みがやってきます。 

お子様方にとって良き思い出になればと、 

岐阜西教区では、毎年若い和尚様方がこども合宿を企画しています。 

お寺で寝起きして、たくさんのお坊さんと遊んだり、 

食事や読経、坐禅の指導をしていただいたりと、非日常を楽しめます。 

ぜひご一緒に参加してみませんか？ 

合宿会場：鏡島弘法 乙津寺（おっしんじ） 

    住所 岐阜市鏡島 1328 

     ☎ 058-252-2062 
 

日程：7 月 22・23 日（一泊二日） 

対象：小学３・４・５・６年生と中学生 

定員：５０名 

費用：例年３５００円前後（未定） 
 

申込先：大智寺までお願いします（☎ 229-1532） 

http://www.daichiji.com/
http://www.daichiji.com/
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～ 他家の法要に出る機会の少ない奥様のため 若い世代のために ～ 

（実際にお寺にご相談いただいたものから抜粋） 

 

お寺のこと、仏壇のこと、法要のこと etc 
 

わからないこと 質問帳 ② 
 

 

 「お寺の山門を見上げると、何か書いてあるけど何て読むの？」  
 

大智寺の山号「雲黄山（うんこうざん）」と白文字で書かれています。 
 

大智寺の山門は明治 24 年の濃尾震災により倒壊し、その後再建されたものです。 

この「雲黄山」の額は、再建時に笠井義勝さんの大おじいさん 笠井與三吉氏が寄進されたものです。 

額の材木は、飛騨の国有林にあった柳の木を使われたそうです。 
 

古来、中国のお寺は村落より離れ、修行に適した山間の地に建てられ、 

その山の名をとって ○○山 ○○寺と呼ばれました。 

これが山号の由来です。 

中国大陸から日本に禅宗が伝わると、 

日本でもこの「山号」がつけられるようになりました。 

今では、裏山を持たない平地のお寺でも「山号」があります。 

大智寺の山号は、中国の黄山という山の名に由来するそうな。 
 

昔から「お山に入る」と言えば仏門に入ることを指すほど、山とお寺は同義に使われてきました。 

「雲黄山」といえば「大智寺」、「大智寺」といえば「雲黄山」 

いつも通っている大智寺の山門ですが、次回山門をくぐる際には、ちょっと思いを馳せてみてください。 

 

 

 

関市子ども俳句教室 in 大智寺 
 

 

６月２８日（土）大智寺にて関市子ども俳句教室が開かれます。 

この教室は、「全国子ども俳句コンクール」へ応募することを目指して、 

小・中・高校の子ども達が指導者のアドバイスを受けながら俳句を作る場で 

今年はすでに第一回目を５月 24 日弥勒寺周辺にて開催しており、 

第二回目は 6 月 28 日大智寺にて、そして第三回目は 7 月 26 日中池公園にて 

開催される予定となっています。 
 

当日は朝 9 時半から 14 時まで、子ども達が境内で句作に取り組みます。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

第 51 回 岐阜西教区花園大会 
 

6 月 24 日（火）長良川国際会議場にて 
 

花園大会とは、岐阜西教区の妙心寺派寺院の檀信徒が一同に集まり、 

瑞龍寺老大師をお招きし、信仰に守られた日常に感謝するとともに 

皆で法話を聞き、それぞれの生活に禅の教えを生かしていこうと 

心新たにする場です。 
 

今回は、法話の後にサクソフォンとピアノの演奏を聴き、 

昼食休憩をはさんで、前臨済宗妙心寺派宗務総長 松井宗益師の 

特別講演が催されます。 

ご参加いただく皆様、当日はどうぞよろしくお願いします。 
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お
寺
の
近
く
で
は
す
っ
か
り
田
植
え
が
終
わ
り
、
毎
夜

カ
エ
ル
の
合
唱
が
聞
か
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
よ
う
や

く
衣
替
え
を
迎
え
た
学
生
さ
ん
が
、
さ
わ
や
か
に
自
転
車

な
ど
こ
い
で
い
る
と
、
夏
の
始
ま
り
っ
て
い
い
も
の
だ
な

と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。 

 
 

 

さ
て
今
月
は
雨
の
月
で
す
。
お
寺
の
大
き
な
屋
根
か
ら

落
ち
る
雨
だ
れ
の
音
は
、
大
小
い
ろ
い
ろ
な
音
と
な
っ
て

本
堂
中
に
響
き
ま
す
。
何
十
年
何
百
年
も
そ
ん
な
雨
だ
れ

の
音
を
本
尊
様
は
ず
っ
と
聞
か
れ
て
き
た
の
だ
と
思
う
と 

自
分
の
小
さ
さ
を
は
っ
き
り
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

「
雨
垂
れ

あ

ま

だ

れ

石
を
穿う

が

つ
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
ん
な
雨
だ

れ
が
長
い
時
間
を
か
け
て
同
じ
所
に
落
ち
続
け
る
と
、
石

で
さ
え
穴
が
あ
く
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
ど
ん
な
小
さ
な
力

で
も
根
気
よ
く
続
け
て
い
れ
ば
い
つ
か
成
果
が
得
ら
れ

る
、
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
慣
用
句
で
す
。 

  
お
寺
の
歴
史
、
お
寺
の
建
物
、
お
寺
の
木
々
、
ど
れ
を

見
て
も
、
大
き
く
て
重
み
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
に
比
べ
て
人
ひ
と
り
の
存
在
の
小
さ
い
こ
と
。 

け
れ
ど
、
百
年
足
ら
ず
の
一
人
の
命
が
屋
根
か
ら
の 

一
滴
の
雨
だ
れ
と
な
り
、
ぽ
た
ぽ
た
落
ち
る
間
に
じ
ん
わ

り
と
少
し
ず
つ
今
日
の
大
智
寺
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
の

か
と
思
う
と
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。 

 

雨
が
降
る
と
、
優
し
い
雨
だ
れ
に
耳
を
傾
け
ま
す
。 

お
寺
に
落
ち
る
雨
だ
れ
一
滴
一
滴
に
、
歴
代
の
和
尚
様
方
、

そ
し
て
今
は
亡
き
大
勢
の
お
檀
家
様
方
を
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
私
も
立
派
な
一
滴
の
雨
だ
れ
に
な
ろ
う
、
と 

心
静
か
に
誓
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

～ シリーズ 北野のおばあちゃんの味 ～ 
 

♪ 北野で丁寧に野菜を育てるおばあちゃんの味 おすそわけ ♪ 
 

里 2 号のおばあちゃん ほっぺが落ちるイチゴジャム 
 

① 用意したイチゴの半分くらいの重さの砂糖を用意しておく。 

② まずイチゴをお鍋に入れて火をつけ、イチゴをやわらかくする。 

③ イチゴがふにゃふにゃになったら、用意した砂糖を加える。 

④ 焦げないように木べらなどでよく混ぜる。 

⑤ イチゴが砕けてお好みのトロトロ加減になったら、 

レモンを絞って種が入らないように気を付けながらお鍋に入れて出来上がり。 
 

途中、熱いイチゴ液がぴちぴち跳ねて火傷しなさるで、手袋してかき混ぜた方がええよ。 

孫が「おばあちゃんのは全然違う！」って驚いてくれるでねえ、たーくさん作るんやよ。 

 

今
月
の
ひ
と
こ
と 

 

～  日常を豊かに『発菩提心空拳章（通称：菩提和讃）』 ～ 
 

 

 
 

 

「この世界、この宇宙は、突き詰めると一体何なのか、それを観ずべし」 

「観ずべし」の「観」は、観音様の「観」に通じます。 

「観ずべし」― 自分の中の素直な心（仏心）を通して、その本質・真実を悟りなさい。 

「一切唯心造なりと」  一切すべてのことは、ただ心がつくりあげた現象なのだと。 
 

ある武士が、有名な白隠和尚を訪ね「和尚、いったい地獄というのはあるのか、ないのか」と問います。 

和尚は「武士の身で、地獄が気になるとは情けない奴」と散々その武士を侮辱します。 

果ては「大ばか者」とののしり笑い、ついにその武士の堪忍の緒が切れてしまいます。 

「無礼者！」と武士が刀を抜き、白隠和尚に切りかかったその時、 

すかさず「そこが地獄じゃ！」と和尚は叫び、武士はハッと悟り平伏したとのこと。 
 

刀を抜いた鬼の形相も、和尚に平伏した仏の形相も、同じ武士の心のあらわれです。 

なぜ鬼の心と仏の心が、簡単に入れ替わるのか。それは心にこだわりがあるからです。 

この心の「こだわり」を少しずつ取り除くと、今とはまったく違う世界が観えてきます。 

三角の心では三角の世界にしか思えなかったものが、心次第で丸や四角の枠を持たない世界になります。 

お経のやさしい和訳（和讃）から 

毎日の生活を 心豊かに  

 

 

「 法界性（ほっかいしょう）を観ず應（べ）し 一切唯心造なりと 」 
 

大智寺檀信徒日課経典 

31 ページより 

② 
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永代供養墓って、どんなお墓？ 
 

 「永代供養墓」とは、将来お墓を守りする方がいなくても、 

永代にわたって、お寺が守って供養するお墓のこと。 

 

大智寺の永代供養墓は、ご夫婦ご家族一緒に 

ひとつのお墓にお眠りいただけるタイプです。 

永代に亘り、他の方のお骨と混じらないことから、 

「完全個別永代供養墓」といいます。 

 

ご希望の方は、いつでもご相談ください。 

 

完全個別永代供養墓 
１区画：３８万円～ 

（墓石代金含む） 

 
ご家庭のご事情により、 

また、その方のご希望により 

費用は変わります。 
 

詳しくは、ご見学を含めて 

ご説明いたしますので、ご予約

の上、ご来山ください。 

 

初心者 大歓迎 
東日本大震災物故者追善供養 

毎月 第四日曜日 

定例写経会 
 

今月の日程 
 

 

６月 2２日（日）                 
（朝８時～９時） 

 

 

♪ 月に一度はお寺まいり ♪ 

一回 500 円 

（内 300 円は義援金）  

要申込 
 

 

 
～ うちの宗教って、どんなんやっけ？ ～ 

 

第十七回：本尊様（ほんぞんさま） 
  

大智寺の宗門を、やさしく簡単に 

おわかりいただければ嬉しい、そんなお話 

 
   

 

ここまで「宗派」「宗旨」「教義」そして「達磨大師の掲げた禅のスローガン」を見てきました。 

大智寺の宗門について、だんだん明らかになってきたのでは、と思います。 
 

今回は、本尊様についてです。 

お寺の本堂の中央にいらっしゃる方が本尊、釈迦牟尼世尊。お釈迦様です。 

私達の宗門では、釈迦牟尼世尊を大恩教主と仰いで尊崇し、 

因縁により、釈迦如来、観世音菩薩などおまつりします。 
 

はじめてご自宅にお仏壇をご用意される際、 

お仏壇屋さんに「本尊様はどなたでしょう？阿弥陀様ですか？」などと尋ねられます。 

禅宗門の皆様には、スマートに「お釈迦様です」「観音様です」とお答えいただければと思います。 

ご自宅のお仏壇に安置される仏様は、ご家庭の「守り仏様」です。 

できれば朝夕家族そろって、手を合わせる時間をつくりたいものです。 

お釈迦様やご先祖様に見守られて 

今日一日生かされていることを心静かに感謝し、 

さらに家族の無事、社会の平穏、世界平和を祈念する、 

そんなつつましい祈りの心は、世代を超えて幼い子どもの心にも 

末永く伝わっていく心の財産となるはずです。 
 

 

 
５月写経会 備忘録 

今年初めて真夏日となった５月の写経会、 

ちょうど缶拾いの日程と重なりましたが、 

若い方々を中心にご参加いただきました。 

せっかく般若心経の写経を行っているため、

今回から般若心経のお話を写経後にさせて

いただくこととなりました。落語「松山鏡」

のあらすじなど織り交ぜながら、今日は般若

心経の全体像をお話しました。来月から少し

ずつ分けてお話していければと思います。 

 


